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日本酒を対象とし、多様な領域を学ぶ文理融合型の教育プログラム
自らの専門領域に加え，日本酒の原料・生産から販売・消費まで，さらには文化や歴史・伝統，健康に至るまでの幅広い多様な
異なる領域を俯瞰しながら全体を見渡し，社会課題の解決や新たな価値を創出するイノベーションを起こしうる人材の養成

文理融合人材の輩出／多様な就職先

大学院入学試験

日本酒学
概論
I〜V

学位審査（融合型学位プログラム審査体制）
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基盤科目：データサイエンス、倫理教育、コミュニケーション、インターンシップなど

大学院日本酒学コース 博士前期課程・博士後期課程

留学生 他大学 新潟大学 人文社会科学系学部 自然科学系学部

例）醸造、流通、販売、商社等の日本酒業界、様々な分野での研究開発職、公務員、
アカデミアでの研究者、コンサルティング会社、事業創造を含む未来産業分野等

課題発
掘・解
決セミ
ナー

発展
日本酒学
実習

•探索的研究に主眼
•文理融合・領域横断として『学ぶ
対象の幅を広げる』

•日本酒学固有科目：日本酒を対象
として文理融合型の講義・実習・
セミナーを実施する。

•研究深化（専門分野の深掘り）
•専門分野を深掘りすると同時に、
領域横断の論文指導体制

博士課程のテーマ決定
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I, II

日本酒学
国際特別研究
（ボルドー大, 

UC Davis, etc.）
博士セミナー

領
域
関
連
科
目
他

研究指
導科目
研究・
演習科
目

大学院入学試験 他大学 留学生

社会人

新潟大学大学院

日本酒学固有科目


	スライド番号 1

